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審 査 の 結 果 の 要 旨
　チベット高原が東アジアの気候形成やモンスーンの季節進行に与える影響を明らかにするために、従来か
ら主に客観解析データによる診断や大気大循環モデル（GCM）による感度実験が行われてきた。本研究では、
高原周辺の総観規模場とメソスケール現象の連動により発生する水蒸気輸送とメソ対流系の発生要因を、観
測データと領域モデルによる数値シミュレーションを組み合わせて多角的に分析した事に特徴がある。高原
への水蒸気流入過程に関しては、トラフ通過に伴う季節内変動に同調してヒマラヤ南面から段階的に輸送さ
れる過程が示され、インドモンスーンの中休みに同期して高原南東部を湿潤化させるメカニズムを明らかに
した。また、高原東部で発達する大型のメソ対流系にとって、西部で発達する熱的低気圧が日変化スケール
で移流する事と、東部の湿潤な陸面から潜熱が供給される過程が重要である事が示された。これらの成果は、
従来の月単平均場で論じられてきた高原の熱力学的作用に関する総観規模での具体的な構造を示し、地形や
陸面加熱の不均一性が果たす役割を論じた点が画期的であり、本学の学位論文として十分な水準にあること
を示している。研究成果はMOCA-09国際学会および日中韓国際気象学会にて発表され、高い評価を得ている。
内容の一部は既に査読付き国際学術誌に公表され、特に中国研究者から注目されている。本研究を行った杉
本氏は、EU連合の国際プロジェクト（CEOP-AEGIS）に非常勤研究員として参加し、筑波大学チームの中
心的役割を果たしている。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
